
市
民
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
事
柄
を
取
り

上
げ
、
法
律
の
面
か
ら
弁
護
士
が
解
説
し

ま
す
。
今
回
は
「
配
偶
者
居
住
権
に
関
す

る
法
改
正
」
で
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
支
援
課
☎
51
６
７
７
７

あ
な
た
の
街
の

法法
律律
相相
談談

～第44回～

Ａ
）
令
和
２
年
４
月
に
創
設
さ
れ
る
、
故

人
の
配
偶
者
が
引
き
続
き
建
物
に
住
み
続

け
ら
れ
る
権
利
で
す
。
配
偶
者
短
期
居
住

権
（
一
定
期
間
、
無
償
で
居
住
で
き
る
権

利
）
と
、
配
偶
者
居
住
権
（
終
身
、
無
償

で
居
住
で
き
る
権
利
）
の
二
つ
が
あ
り
ま

す
。

Ａ
）
今
の
と
こ
ろ
、
遺
産
分
割
後
も
安
定

的
に
建
物
に
住
み
続
け
る
に
は
、
建
物
の

所
有
権
を
全
部
取
得
す
る
こ
と
が
ベ
ス
ト

で
す
。
し
か
し
そ
の
代
わ
り
、
預
金
な
ど

の
取
得
分
が
目
減
り
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
令
和
２
年
４
月
以
降
は
、
配
偶
者
居

住
権
を
主
張
し
ま
し
ょ
う
。
無
償
で
住
み

続
け
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
の
で
、
無
理

に
建
物
の
所
有
権
を
取
得
し
な
く
て
済
み

ま
す
。

Ａ
）
賃
料
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

確
か
に
、
夫
が
亡
く
な
り
遺
言
書
が
な
け

れ
ば
、
妻
と
子
が
２
分
の
１
ず
つ
遺
産
を

相
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

故
人
の
意
思
は
、
建
物
に
つ
い
て
遺
産
分

割
協
議
が
ま
と
ま
る
ま
で
妻
が
無
償
で
住

み
続
け
て
も
良
い
、
と
い
う
の
が
自
然
で

し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
無
償
で

Ｑ
）
遺
産
分
割
協
議
で
、
子
か
ら
、
建
物

の
２
分
の
１
は
い
ら
な
い
か
ら
預
金
の
全

部
を
も
ら
い
た
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
建
物
に
住
み
続
け
た
い
思
い
が
あ

る
一
方
で
、
今
後
の
生
活
費
を
考
え
る
と

預
金
も
取
得
し
た
い
で
す
。

住
み
続
け
ら
れ
る
権
利
が
、
現
在
で
も
法
律

実
務
で
認
め
ら
れ
て
お
り
、
改
正
法
で
は
配

偶
者
短
期
居
住
権
と
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
）
私
は
夫
名
義
の
建
物
に
同
居
し
て
い

ま
し
た
。
夫
が
亡
く
な
る
と
、
す
ぐ
に
子

か
ら
相
続
分
（
２
分
の
１
）
の
部
分
は
不

法
占
拠
だ
と
し
て
賃
料
を
支
払
う
よ
う
に

要
求
さ
れ
ま
し
た
。

Ｑ
）
配
偶
者
居
住
権
と
は
ど
ん
な
権
利
で
す
か
。

2019年（令和元年）７月号　広報 ８

Ｑ
）
配
偶
者
居
住
権
は
ど
の
よ
う
に
主
張

す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

Ａ
）
ま
ず
条
件
は
、
①
故
人
が
所
有
し
て

い
た
建
物
で
、
②
配
偶
者
が
住
ん
で
い
て
、

③
他
人
と
共
有
し
て
い
な
い
こ
と
で
す
。

方
法
と
し
て
は
、
通
常
は
遺
産
分
割
の
話

し
合
い
の
中
で
主
張
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
遺
言
書
に
書
い
て
お
い
て
も
ら
う

こ
と
も
で
き
ま
す
。

（
文
責
・
弁
護
士　

十と
し
な
い
枝
内
亘
）
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　６次産業化に取り組む農業者などの支援のために整備した食品加工室に、真空包装機
を追加設置しました。
　低温調理に向けたパッケージができることから、ローストビーフや鶏ハムなど多様な
料理に活用できます。ぜひ、味楽工房でお試しください。
○施設の使用は半日単位となり、事前に申し込みが必要ですので、お問い合わせください。

ご活用ください！
道の駅奥入瀬・味

み ら く

楽工房の食品加工室に真空包装機を設置しました

問申 道の駅奥入瀬　味楽工房☎723101

　伝統工芸「きみがらスリッパ」普及のため、製作体験会を
行います。きみがらスリッパは１足約120グラムと軽く、夏
は涼しく、冬は温かい快適な履き心地が特長です。
　熟練の組合員が完成までしっかり指導しますので、ぜひこ
の機会に地元の伝統工芸品に触れてみませんか。

　とき　毎月第３日曜日　午前10時～午後３時
　ところ　匠工房（道の駅とわだ隣）
　体験料　3,500円
　❖１週間前までに予約が必要です。

問申 十和田きみがらスリッパ生産組合事務局
（道の駅とわだ内）☎㉘3611

きみがらスリッパ製作体験会を開催します

　十和田農業体験連絡協議会では、会員の農家がお
客さんを温かい心でお迎えし、農業体験や民泊を通
して、自然と触れ合うことの良さを知ってもらいな
がら、心と心の交流を図っています。
　現在協議会には19人の会員が
おり、国内外から年間延べ300人
以上のお客さんを受け入れています。
　農業体験のみの受け入れ農家さ
んや、農家ではないが民泊をやっ
てみたいという人も募集していま
すので、お問い合わせください。
問申 十和田農業体験連絡協議会事務局・高屋
☎080-8206-5608

農業体験の様子

民泊受け入れ家庭を募集します

真空包装機


